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 PBLには、Problem Based Learning（問題解決学習）とProject Based Learning（プロジェクト学習）の2種類が
あり、どちらも「PBL」と略されることから混同されることが多い。本稿で取り扱うものは、前者である。溝上
（2016；21）は、Problem Based Learning（問題解決学習）は、実世界で直面する問題やシナリオの解決を通して、



















































シーズン1 株式会社マイナビ 137 27 
シーズン2 
株式会社ディーエイチシー 946 187 
グーグル合同会社 1053 154 
シーズン3 グーグル合同会社 3423 261 
シーズン4 グーグル合同会社 4284 280 
シーズン5 株式会社マイナビ地方創生 402 46 





























回 テーマ 回 テーマ 
1 「PBL課題解決型授業とは何か」 9 プレゼンテーション中間発表会② 
2 ①情報収集の手法を学ぶ 10 企画書の提出（スライド20枚） 
3 ②課題分析の手法を学ぶ 11 企画書の審査結果および講評 
4 ➂仮説構築の手法を学ぶ 12 優秀賞のプレゼンテーション 
5 ④検証の手法を学ぶ 13 チームビルディング研修①アサーションスキル 
6 ⑤アウトプットの手法を学ぶ 14 チームビルディング研修②NASAゲーム 
7 プレゼンテーション資料作成 15 まとめと振返り 

















①プランを先に立てること→ 「まずは、（   ）分」時間を決める。 
②疑問を洗い出し、含まれる（    ）から調べる。  「地方」「人口減少」 
  ・地方って、どこのことだろうか。人口減少が著しい自治体はどこだろうか。 
③記事を読んだらわかったことをメモしよう 
 ・あとでまた見返せるようにサイト名もメモする 
→ 時間を（      ）、何がわかって、何がわからなかったかを再整理する 
→キーワードを抽出し、そのキーワードを元に、さらに調べる 
※除外キーワード検索 
 ・キーワードの前に（       ）をつけると、そのキーワードを検索結果から除外される 
・ファイル形式を指定した検索（ 検索ワードに「 」とすると、pdfファイルのみを検索する） 
◆状況把握を進めるためのヒント 
①レンズの（    ）を変えてみる 
・ 全体はどうなっているんだろう（マクロ）、具体的にどんなエピソードがあるんだろう（ミクロ） 
２．何かと（      ）みる 
  ・過去からどういう変化があったんだろう、他の人はどういう取り組みをしているんだろう 
３．（    ）や（    ）に注目してみる 
  ・なんでこうなっているんだろう（因果関係の把握、物事のメカニズムがわかる） 
  ・結果的にどうなったんだろう 
◆すでに（     ）を図っている人がいないか調べよう 
・「何かと比べる」に関して、すでに誰かが解決に向けた取り組みをしていないか調べてみよう。 
 例：npoグリーンバレー（徳島県） 










 ①困っている（   ）に注目する 
 ②なぜ困っているのかを分析する 
 ③（      ）を分析する 










・困っている（    ）を分解しながら深く掘る、調査をしながら、「本当の理由」を特定する 
◆ロジックツリー（帰納的アプローチ） 
・まず、思いつく（    ）をできるだけ多く洗い出す 
例：地元の情報を知らないのでは？地元に自分がなりたい仕事がない？ 
         都市に友人ができて戻りにくい？地元企業について調べるのが大変なのでは？ 
●なぜ、都市に進学した大学生は、地元に戻ってこないのか？ 
・出した理由を（       ）化する 
知らない情報にたどり着かない、知っているか選んでもらえない、帰りたいが難しさがある 
4 岡野　聡子・降幡　仁美
・できたグループを（     ）と結びつけて、漏れがないかをチェックする 
再整理することで、原因が見つかりやすい、理由を検証していく、無駄な調査をしなくて済む 
・右側と左側を行ったり来たりしながら、漏れをなくす。（    ）すると原因が見つかる 




・今回、題材になっている（    ）に関連して、誰が何にこまっているのか 
・なぜ、その困ったことが起きているのか…原因を（  ）し、困った事を生み出す根本的原因は何か 





         
         
         
         
         
         
         
         

































































































































 → 新しい取組みで最も重要なのが「明確な解くべき問題」 
 → アイデアありきだと、「誰かは好きかもしれないけど誰もお金を払わない」サービスが生まれる 
２．小さくてもいいので実証を行って結果を盛り込む 









































表3 2年次「キャリアディベロップメントⅠ」 PBL課題解決型授業の振返り（回答者数:115/133） 



























































表4 3年次「キャリアスキルアップⅠ」 PBL課題解決型授業の振返り(回答者数:73/121) 
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